
場
は
、
避
暑
の
で
き
る
山
岳
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
と
し

て
、
日
本
人
観
光
客
が
多
く
訪
れ
ま
す
。

反
対
に
pH
が
低
い
温
泉
は
殺
菌
効
果
と
皮
膚
の

再
生
効
果
が
高
ま
り
、
皮
膚
病
に
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
ま
す
。
日
本
で
最
も
pH
の
低
い
温
泉
は
玉
川
温

泉
（
秋
田
）
で
pH
1.13、
主
成
分
は
薄
い
硫
酸
と
塩

酸
の
混
合
物
な
の
で
、
入
浴
す
る
と
ピ
リ
ピ
リ
し

て
、
擦
り
傷
な
ど
が
あ
る
と
痛
く
て
入
浴
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
玉
川
温
泉
の
地
獄
谷
に
は
、
ラ
ジ
ウ
ム

を
含
有
す
る
北
投
石
が
あ
り
、
岩
盤
浴
に
よ
り
免
疫

力
を
強
め
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

山
奥
の
温
泉
に
多
く
の
湯
治
客
が
長
期
間
滞
在
し
、

地
熱
で
暖
か
い
テ
ン
ト
の
中
で
わ
ら
を
敷
き
自
然
の

岩
盤
浴
を
さ
れ
て
い
る
姿
に
接
す
る
と
、
温
泉
に
畏

敬
の
念
さ
え
覚
え
ま
す
。

八
．
あ
と
が
き

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
温
泉
に
よ
く
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
好
き
に
な
り
、
日
本
各

地
の
温
泉
を
巡
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
北
海
道
の
ニ
セ

コ
で
温
泉
の
魅
力
を
語
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
講
師

の
方
の
お
話
の
中
で
温
泉
ソ
ム
リ
エ
と
い
う
資
格
を

知
り
ま
し
た
。

温
泉
ソ
ム
リ
エ
の
講
習
会
に
参
加
す
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
温
泉
の
魅
力
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
が
、
私

が
特
に
興
味
を
も
っ
た
の
は
温
泉
分
析
書
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
温
泉
分
析
書
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
あ
そ

こ
の
温
泉
は
塩
か
ら
い
と
か
、
硫
黄
（
硫
化
水
素
）

臭
い
と
か
、
よ
く
温
ま
る
と
か
、
感
覚
で
し
か
温
泉

の
魅
力
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

温
泉
分
析
書
を
読
む
と
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
源
泉
に
よ
っ
て
含
有
成
分
が

全
く
違
う
こ
と
か
ら
、
源
泉
毎
に
い
ろ
い
ろ
な
泉
質

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
温

泉
分
析
書
を
見
て
、
入
浴
す
る
前
に
温
泉
の
状
態
を

予
想
す
る
こ
と
が
面
白
く
な
り
、
温
泉
ソ
ム
リ
エ
温

泉
分
析
書
マ
ス
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
も

受
け
ま
し
た
。
今
で
は
、
温
泉
分
析
書
を
み
る
と
、

温
泉
の
色
、
に
お
い
、
味
、
肌
触
り
、
保
湿
感
、
保
温

効
果
等
を
だ
い
た
い
予
想
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日

本
各
地
の
温
泉
分
析
書
を
集
め
る
こ
と
が
、
趣
味
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
は
温
泉
大
国
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の

温
泉
が
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
日
本
人
と
し
て
生
ま

れ
た
か
ら
に
は
、
各
地
の
温
泉
を
訪
れ
、
温
泉
を
良

く
知
り
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
温
泉
ソ
ム
リ
エ
テ
キ
ス
ト

（
温
泉
ソ
ム
リ
エ
家
元

遠
間
和
広
編
集
）
を
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

きんか 2021 Vol.73 No.2 4

玉川温泉 地獄谷

は
じ
め
に

皆
様
は
上
野
に
あ
る
国
立
科
学
博
物
館
に
行
か
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

私
は
、
一
番
最
近
で
す
と
二
〇
二
〇
年
一
月
に
訪

れ
ま
し
た
。
未
来
を
切
り
開
く
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
過
去

を
振
り
返
り
、
日
本
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
再
発

見
し
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
る
に
は
博
物
館

は
良
い
場
所
で
す
。
国
立
科
学
博
物
館
は
広
い
で
す

が
、
地
球
館
二
階
に
あ
る
科
学
技
術
の
展
示
・
体
験

が
で
き
る
フ
ロ
ア
ー
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
我
々

を
科
学
技
術
に
誘
う
最
初
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
の

が
、
今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
田
中
久
重

（
一
七
九
九
年
～
一
八
八
一
年
）
製
作
の
万
年
時
計

（
図
１
）
で
す
。
久
重
は
青
年
時
代
に
は
、
か
ら
く

り
の
妙
技
を
称
え
ら
れ
「
か
ら
く
り
儀
右
衛
門
」
と

呼
ば
れ
た
人
で
す
。
ま
た
、
東
芝
を
創
業
し
た
う
ち

の
一
人
（
も
う
一
人
は
、
一
八
九
〇
年
に
白
熱
電
球

の
「
白
熱
舎
」
を
設
立
し
た
藤
岡
市
助
（
一
八
五
七

年
～
一
九
一
八
年
））
で
す
。
今
回
は
、
田
中
久
重

の
功
績
を
整
理
し
て
、
私
が
学
ん
だ
事
を
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

一
．
田
中
久
重
の
経
歴

（
幼
少
期
）

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
年
）
九
月
十
八
日

久

留
米
藩

城
下
の
通
町
十
丁
目
に
生
ま
れ
ま
す
。
父

は
鼈
甲

べ
っ
こ
う

細
工
職
人
の
弥
右
衛
門
で
、
そ
の
長
男
が
久

重
（
幼
名
：
岩
次
郎
、
後
に
儀
右
衛
門
）
で
す
。
子

供
の
こ
ろ
父
の
工
芸
品
作
り
の
様
子
を
よ
く
観
察
し

て
、
鋸
・
鉋
・
小
刀
の
使
い
方
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

こ
こ
久
留
米
鼈
甲
職
人
の
工
房
が
、
後
に
精
巧
な

か
ら
く
り
人
形
・
懐
中
燭
台
・
無
尽
灯
・
万
年
時
計

等
を
製
作
す
る
久
重
の
原
点
で
す
。
か
ら
く
り
製
作

に
興
味
を
持
っ
た
久
重
は
、
一
七
九
六
年
に
細
川
半

蔵
（
土
佐
藩
：
生
年
不
詳
～
一
七
九
六
年
）
の
出
版

し
た
「
機
功
図
彙
」
の
影
響
も
受
け
て
い
る
よ
う
で

す
。「
機
功
図
彙
」
に
は
、
か
ら
く
り
人
形
の
機
構

だ
け
で
な
く
、
時
計
の
機
構
に
つ
い
て
も
解
説
・
分

解
図
が
記
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
、
当

時
伝
承
し
て
習
得
し
て
い
た
の
で
、
先
駆
的
な
書
物

で
し
た
。
久
重
は
青
年
期
ま
で
、
久
留
米
で
か
ら
く

り
づ
く
り
に
没
頭
し
て
、
自
作
の
か
ら
く
り
興
行
で

人
々
を
魅
了
し
て
生
計
を
た
て
、
九
州
巡
業
、
大
坂

巡
業
、
江
戸
巡
業
の
経
験
を
重
ね
ま
す
。
や
が
て
自

信
が
つ
い
た
久
重
は
、
久
留
米
か
ら
大
坂
に
拠
点
を

移
し
ま
す
。

私
は
、
久
重
の
原
点
を
詳
し
く
知
り
た
い
と
思

い
、
何
度
も
久
留
米
に
行
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
久
留
米

駅
で
迎
え
て
く
れ
る
の
は
、
か
ら
く
り
太
鼓
時
計
と

大
き
な
タ
イ
ヤ
で
す
。
久
重
が
作
成
し
た
太
鼓
時
計

を
模
し
た
か
ら
く
り
太
鼓
時
計
と
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
発

祥
地
を
記
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
タ
イ
ヤ
で
す
。
久
重

が
生
ま
れ
た
通
町
十
丁
目
は
、
西
鉄
久
留
米
駅
か
ら

五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
現
在

は
生
誕
地
跡
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生

誕
地
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
に
あ
る

の
が
五
穀
神
社
。
こ
ち
ら
で
久
重
は
青
年
期
に
か
ら

く
り
興
行
で
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
ち
ら
の
神
社
に
は
、
久
重
の
胸
像
が
あ
り
ま
す
。

久
重
の
隣
の
胸
像
は
、
久
留
米
絣

か
す
り

の
考
案
者
の
井

上
伝
。
久
重
は
子
供
の
こ
ろ
久
留
米
絣
に
絵
模
様
を

入
れ
る
機
械
を
伝
と
共
同
で
開
発
し
て
い
ま
す
。
神

社
入
口
に
は
、
久
重
の
功
績
の
説
明
板
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
五
穀
神
社
隣
の
福
岡
県
青
少
年
科
学
館
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候 補 者 の 募 集
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「化学技術賞」
化学に関する研究・技術で工業的・社会的・学術的価値から明らかになったものについて顕著な
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「環境技術賞」
化学に関する研究・技術で、地球環境との共存並びにその維持・改善を積極的に意識し、方向付け
がなされた新技術・改良技術で工業的・社会的・学術価値が明らかになったもについて顕著な業
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「化学技術賞」「環境技術賞」とも、近畿化学協会会員（正会員並びに特別会員の会社に所属する者）
で、1976 年 4月 1日以降生れの者（2021 年 3月 31日で満 45歳未満）

３.推 薦 方 法
推薦書及び業績説明書（約 2000 字）にそれぞれ必要事項を明確に記載の上お送り下さい（用紙
はご請求下さい）。受賞候補者は審査委員会に出席し、自身の研究内容について説明していただ
きます。審査委員会は対面式またはオンライン式（Zoomを使用予定）での開催としますが、情
勢により変更の可能性があります。

4.推 薦 締 切 日 2020 年 11 月 27 日（金）必着
5.審 査 委 員 会 2021 年 ３月 17日（水）
6.表 彰 式 2021 年 ５月 28日（金）来年度の本会総会において表彰します。
7.問 合 先 一般社団法人近畿化学協会 〒 550-0004 大阪市西区靭本町 1丁目 8-4

TEL 06-6441-5531 FAX 06-6443-6685 E-mail：mail@kinka.or.jp
＊詳細は本誌 9月号 11頁またはホームページをご覧下さい。

広 告 募 集
本誌では、会員の皆様を対象に、広告を募集しております。
会員を結ぶ媒体として、新製品・新技術の紹介などに、大いにご活用下さい。

サイズ 構×縦 1回あたりの掲載料
広告タイプ A）誌面半段分 7.0 × 6.5 30,000 円（税別）

B）誌面 1段分 14.5 × 6.5 50,000 円（税別）
C）誌面半貢分 14.5 × 10.0 70,000 円（税別）

全てモノクロでの掲載となります。掲載位置については、ご一任下さい。
内容が本誌にふさわしくないと判断したものについては、掲載をお断りする場合があります。
詳細は、下記までお問合せ下さい。

申 込 締 切 ： 原則として、掲載希望月の前々月末日までにお申込下さい。
入 稿 締 切 ： 掲載原稿は、掲載希望月の前月 10日までにお送り下さい。
問 合 先 ： 〒 550-0004 大阪市西区靭本町 1-8-4 近畿化学協会 会誌編集担当

TEL.06-6441-5531 ／ FAX.06-6443-6685 ／ E-mail：kinkasi ＠ kinka.or.jp

図１ 国指定重要文化財「万年自鳴鐘（まんねん
とけい）」国立科学博物館常設展示（㈱東
芝所有）許可を得て掲載

江
戸
時
代
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
に
学
ぶ
（
六
）

『
田
中
久
重
』

堀ほ
り

池い
け

正ま
さ

人と
（
テ
ク
ノ
未
来
塾
）



に
も
、
数
年
前
私
が
訪
れ
た
時
に
は
、
郷
土
コ
ー

ナ
ー
で
井
上
伝
の
久
留
米
絣
と
田
中
久
重
の
功
績
が

パ
ネ
ル
で
説
明
し
て
あ
り
ま
し
た
。「
か
ら
く
り
儀

右
衛
門
」
と
よ
ば
れ
た
久
重
の
か
ら
く
り
製
作
・
興

行
の
功
績
は
地
元
久
留
米
に
し
っ
か
り
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
成
長
期
）

長
男
で
あ
る
久
重
は
、
家
督
を
継
が
な
い
で
か
ら

く
り
興
行
で
生
計
を
立
て
る
た
め
大
坂
移
住
を
決

断
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
坂
で
の
か
ら
く
り
興
行

は
、
不
安
定
で
し
た
。
か
ら
く
り
製
作
・
興
行
で
生

計
を
立
て
る
こ
と
を
断
念
し
、
よ
り
人
々
の
生
活
に

役
に
立
つ
発
明
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
鼠
灯
・
懐
中
燭
台
・
無
尽
灯
な
ど
の
照
明
機
器

の
発
明
・
製
造
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
に
シ
フ
ト
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
期
、
時
計
に
も
興
味
を
示

し
、
当
時
流
行
し
て
い
た
大
野
時
計
（
大
野
工
房
）

の
故
障
品
の
修
理
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
商
売

が
は
や
り
始
め
た
と
こ
ろ
に
、
生
活
を
一
変
さ
せ
る

大
塩
平
八
郎
の
乱
（
一
八
三
七
年
）
が
お
き
ま
す
。

当
時
の
上
町
に
あ
っ
た
久
重
の
家
も
大
塩
焼
け
の
犠

牲
と
な
り
、
知
人
を
頼
り
京
都
伏
見
へ
と
渡
り
ま
す
。

（
成
熟
期
）

伏
見
に
移
住
後
、
照
明
器
具
で
あ
る
無
尽
灯
及
び

鼠
灯
を
製
作
し
人
々
の
生
活
に
変
化
を
与
え
ま
す
。

無
尽
灯
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
細
を
説
明
し
ま
す
。

残
っ
て
い
る
無
尽
灯
の
価
格
表
や
現
存
す
る
無
尽
灯

の
数
が
百
台
と
い
う
こ
と
か
ら
当
時
か
な
り
の
ヒ
ッ

ト
商
品
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
無
尽
灯
の
取
扱
説
明
書

や
広
告
を
打
っ
た
記
録
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
工
芸

家
・
発
明
家
の
素
質
に
加
え
、
実
業
家
と
し
て
の
能

力
も
発
揮
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
頃
四
〇
歳
を

過
ぎ
た
こ
ろ
で
す
が
、
新
し
い
発
明
の
た
め
に
真
理

や
原
理
が
必
要
と
感
じ
、
新
し
い
時
計
を
開
発
す
る

た
め
に
戸
田
東
三
郎
に
師
事
し
ま
す
。
戸
田
は
金
工

細
工
職
人
で
し
た
が
、
天
文
学
を
研
究
し
て
い
る
間

重
富
の
指
導
を
受
け
観
測
機
器
を
作
り
な
が
ら
天
文

学
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
戸
田
か
ら
陰
陽
師
の
土
御

門
家
に
入
門
を
勧
め
ら
れ
ま
す
。
十
年
弱
の
間
に
久

重
は
、
時
計
・
天
文
・
暦
学
を
修
め
ま
す
。
こ
の
努

力
あ
っ
て
一
八
四
九
年
五
一
才
で
嵯
峨
御
所
大
覚
寺

宮
よ
り
近
江
大
掾
と
い
う
称
号
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

商
売
も
「
機
功
堂
」
と
い
う
工
房
を
構
え
、
新
し
い

発
明
で
次
々
と
ヒ
ッ
ト
商
品
（
和
時
計
各
種
、
須
弥

山
儀
、
雲
竜
水
な
ど
）
を
送
り
出
し
ま
す
。
須
弥
山

儀
と
い
う
の
は
仏
教
の
天
動
説
（
梵
暦
説
）
に
基
づ

い
て
天
体
運
動
を
説
明
す
る
模
型
で
す
。
雲
竜
水
と

は
い
わ
ゆ
る
手
動
の
消
火
器
で
す
。
和
時
計
の
集
大

成
が
冒
頭
に
紹
介
し
た
万
年
時
計
も
し
く
は
万
年

自
鳴
鍾

じ
め
い
し
ょ
う

で
す
。
万
年
時
計
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ぜ

ひ
上
野
の
国
立
科
学
博
物
館
か
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
に
隣
接

す
る
東
芝
未
来
科
学
館
を
訪
れ
て
、
実
物
も
し
く

は
、
復
元
品
を
使
っ
た
詳
し
い
解
説
を
見
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
久
重
の
真
理
探
究
心

は
、
尽
き
ま
せ
ん
。
理
学
の
入
門
書
の
翻
訳
本
「
理

学
提
要
」
を
出
版
し
た
蘭
学
者
広
瀬
元
恭
の
私
塾

「
時
習
堂
」
に
入
門
し
ま
す
。
時
習
堂
の
同
門
の
一

人
が
、
佐
野
常
民
（
佐
賀
藩
、
後
の
初
代
日
本
赤
十

字
社
の
創
始
者
）
で
す
。
こ
の
頃
、
黒
船
の
来
航
（
一

八
五
三
年
）
で
危
機
感
を
持
っ
た
佐
賀
藩
主
鍋
島

直
正
が
精
煉
方
（
理
学
研
究
所
）
を
開
設
し
ま
す
。

精
煉
方
主
任
と
な
っ
た
の
が
常
民
で
す
。
黒
船
来
航

で
国
防
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
久
重
は
、
常
民

に
誘
わ
れ
佐
賀
藩
精
煉
方
で
の
発
明
・
開
発
に
主
軸

を
変
え
て
い
き
ま
す
。
個
人
の
発
明
家
か
ら
国
家
の

発
明
家
へ
の
シ
フ
ト
で
す
。
佐
賀
藩
で
は
反
射
炉
の

築
造
・
大
砲
鋳
造
・
蒸
気
船
の
汽
缶
・
汽
車
の
模
型

の
開
発
に
従
事
し
ま
す
。
佐
賀
藩
精
煉
方
で
の
実
績

を
残
し
た
後
、
久
留
米
藩
に
熱
望
さ
れ
鉄
砲
・
大
砲

の
製
造
を
行
う
久
留
米
藩
製
造
所
の
運
営
に
従
事
し

ま
す
。
久
留
米
時
代
も
様
々
な
機
械
を
考
案
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
一
八
六
七
年
大
政
奉
還
を
迎
え
ま

す
。
久
留
米
藩
製
作
所
の
役
目
も
終
わ
り
ま
す
。
久

重
の
弟
子
や
佐
賀
藩
で
の
同
僚
は
、
次
々
と
新
政
府

で
活
躍
す
る
た
め
上
京
し
ま
す
。
彼
ら
に
呼
び
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
、
一
八
七
三
年
七
五
才
に
し
て
上
京

し
ま
す
。

東
京
で
は
、
電
信
機
の
開
発
・
製
造
を
軌
道
に
乗

せ
、「
万
般
の
機
械
考
案
の
依
頼
に
応
ず
」（
青
山
墓

地
の
墓
石
に
は
、
こ
の
文
言
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
）

と
記
し
諸
器
械
製
造
所
を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ
が
、

東
芝
の
創
業
と
な
り
ま
す
。

二
．
時
代
の
流
れ
の
中
で

江
戸
時
代
は
、
鎖
国
の
な
か
で
日
本
の
風
土
や
文

化
が
熟
成
さ
れ
ま
し
た
。
か
ら
く
り
興
行
も
熟
成
さ

れ
た
文
化
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
久
重
が
生
き

た
時
代
は
、
一
七
九
九
年
江
戸
時
代
の
終
わ
り
か
ら

一
八
八
一
年
明
治
の
初
め
で
す
。
江
戸
時
代
で
熟
成

さ
れ
た
文
化
の
か
ら
く
り
か
ら
和
時
計
、
気
砲
・
無

尽
灯
か
ら
汽
缶
そ
し
て
電
信
の
分
野
へ
時
代
と
共
に
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不
連
続
な
未
来
に

真ま

壁か
べ

芳よ
し

樹き

（
本
会
理
事

東
レ
株
式
会
社

理
事

先
端
材
料
研
究
所
長
）

発
明
・
開
発
す
る
対
象
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た

役
割
も
時
代
と
共
に
個
人
興
行
師
・
個
人
経
営
者
・

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
官
僚
・
企
業
経
営
者
へ
と

変
え
て
い
き
ま
す
。
上
述
し
た
無
尽
灯
の
開
発
で
す

が
、
一
八
二
〇
年
に
リ
ク
ト
パ
ル
レ
ン
（
風
砲
）
の

知
識
を
も
と
に
和
製
風
砲
（
空
気
銃
）
を
考
案
作
成

し
て
い
ま
す
。
こ
の
技
術
を
応
用
し
て
、
一
八
三
七

年
に
無
尽
灯
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
無
尽
灯
と
は
、

名
前
の
通
り
、
長
く
明
か
り
を
と
も
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
原
理
は
、
圧
搾
空
気
を
利
用
し
て
菜
種
油
を

循
環
さ
せ
て
、
ラ
ン
プ
の
明
か
り
を
絶
や
さ
な
い
と

い
う
照
明
器
具
で
す
。
十
五
年
以
上
も
か
け
て
同
じ

原
理
を
時
代
の
要
求
に
応
じ
て
点
と
点
を
結
び
付
け

た
わ
け
で
す
。
ど
ち
ら
も
時
代
に
合
わ
せ
て
応
用
対

象
を
変
え
て
成
功
さ
せ
た
事
例
で
す
。

ま
た
、
久
重
と
「
機
功
図
彙
」
の
出
会
い
は
、
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
二
〇
一
二
～
二
〇
一
三
年
に
技
術
経
営
大

学
院
で
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
い
く
大
切
さ

や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。
江
戸
の
時
代
に
久
重
は
、
す
で
に
技
術
経
営

を
実
践
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

三
．
ま
と
め

久
重
の
人
生
を
四
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
ま
し
た

が
、
久
重
は
時
代
を
読
み
な
が
ら
、
時
代
に
追
い
つ

く
た
め
に
一
生
懸
命
学
び
を
継
続
し
て
自
分
の
強
み

を
シ
フ
ト
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
百
年

時
代
の
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
の
積
み
方
を
示
唆
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
一
産
業
三
〇
年
で
、
定
年
が
六
〇
才

で
あ
れ
ば
、
何
と
か
一
つ
の
技
術
（
一
つ
の
専
門
分

野
で
二
〇
代
に
大
学
を
卒
業
）
で
乗
り
切
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
人
生
が
百
年
と
な
り
七
五
歳
ま
で
働

く
必
要
が
出
て
き
た
り
、
一
産
業
の
寿
命
が
も
の
す

ご
く
短
く
な
っ
た
り
す
る
と
久
重
の
よ
う
に
、
学
び

を
繰
り
返
す
必
要
が
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
私
も
現
在
新
し
い
学
び
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
久
重
の
研
究
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
テ
ク
ノ
未
来
塾
の
仲
間
と
実
践
し
ま
し
た
。
エ

ン
ジ
ニ
ア
が
最
新
の
論
文
を
理
解
し
て
お
く
必
要
は

あ
り
ま
す
。
博
物
館
や
史
跡
を
訪
れ
、
再
度
自
身
の

研
究
テ
ー
マ
を
熟
考
す
る
と
新
し
い
視
点
が
出
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
博
物
館
や
史
跡
を

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
以
下
の
書
籍
を
参
考
に

し
ま
し
た
。
田
中
久
重
著
「
万
般
の
機
械
考
案
の
依

頼
に
応
ず
」（
東
芝
未
来
科
学
館
）、童
門
冬
二
著「
小

説

田
中
久
重

明
治
維
新
を
動
か
し
た
天
才
技
術

者
」（
集
英
社
文
庫
）、
林
洋
海
著
「
東
芝
の
祖
か
ら

く
り
儀
右
衛
門
―
日
本
の
発
明
王
田
中
久
重
伝
」

（
林
洋
海
著
・
現
代
書
館
）
鬼
丸
智
彦
著
。
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田
中
久
重
年
表

日
本
の
出
来
事

一
七
九
六
年

細
川
半
蔵

機
功
図
彙

出
版

細
川
半
蔵

病
没

（
幼
少
期
）

一
七
九
九
年

一
歳

初
代
久
重
誕
生

一
八
〇
八
年

十
歳

長
崎
に
て
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
起
こ
る

（
成
長
期
）

一
八
二
〇
年

二
二
歳

久
留
米
五
穀
神
社
で
か
ら
く
り
上
演
開
始

一
八
三
〇
年

三
二
歳

鍋
島
閑
叟
（
直
正
）

佐
賀
藩
主
と
な
る

一
八
三
四
年

三
六
歳

大
坂
移
住
、
畳
み
燭
台
（
懐
中
燭
台
）
製
作

一
八
三
七
年

三
九
歳

大
塩
平
八
郎
の
乱
で
焼
失
、
伏
見
に
移
る

無
尽
灯
製
作

（
成
熟
期
）

一
八
四
七
年

四
九
歳

土
御
門
家
入
門
（
暦
学
）、
機
功
堂
開
店

一
八
四
九
年

五
一
歳

「
近
江
大
掾
」
の
称
号
を
得
る

一
八
五
〇
年

五
二
歳

広
瀬
元
恭
「
時
習
堂
」
に
入
門

佐
賀
藩
が
反
射
炉
を
築
造

一
八
五
一
年

五
三
歳

万
年
時
計
完
成

一
八
五
三
年

五
五
歳

佐
賀
藩

精
錬
方
に
着
任

ぺ
リ
―
浦
賀
に
来
航

一
八
六
三
年

六
五
歳

佐
賀
・
久
留
米
両
藩
兼
務
と
な
る

一
八
六
六
年

六
八
歳

久
留
米
藩
帰
任

一
八
六
七
年

六
九
歳

大
政
奉
還

一
八
七
三
年

七
五
歳

上
京

一
八
七
五
年

七
七
歳

諸
器
械
製
造
所
開
業
（
東
芝
創
業
）

一
八
八
一
年

八
三
歳

初
代
久
重
永
眠


